
 

表１　播種作業

始期(5%) 盛期(50%) 終期(95%)

本年(R5) 4/13 4/20 4/26

平年 4/13 4/20 4/26

表２　田植作業

始期(5%) 盛期(50%) 終期(95%)

本年(R5) 5/13 5/17 5/27

平年 5/12 5/18 5/26

表３　出穂状況

始期(5%) 盛期(50%) 終期(95%)

本年(R5) 7/30 8/7 8/11

平年 7/30 8/8 8/13

表４　刈取作業

始期(5%) 盛期(50%) 終期(95%)

本年(R5) 9/17 10/1 10/16

平年 9/23 10/5 10/18

表５　令和５年産米の農産物検査結果

１等 ２等 ３等

コシヒカリ 67.8% 31.7% 0.5%
ひとめぼれ 74.2% 24.7% 1.1%
天のつぶ 77.6% 21.6% 0.8%
全体 70.4% 29.0% 0.6%

注)JA会津よつばいいで地区（令和5年11月20日現在）

 

 

 

 

  

 

 

 

１ 育苗期 

・播種作業は、平年並に行われました（表１）。 

・一部で春先の高温により芽が伸びすぎてしまった事例 

が見られました。 

 

２ 田植期 

・田植作業は、概ね平年並に行われました（表２）。 

・田植え後の活着は良好でした。   

 

３ 分げつ期 

・ガス湧きの発生が目立つほ場が散見され、茎数が十分確保されたほ場とそうでないほ場の差

が大きい状況でした。 

 

４ 幼穂形成期～出穂期 

・出穂期は、平年より１～２日程度早まりました 

（表３）。 

 

５ 成熟期・刈取期 

・出穂以降、高温多照で経過したため、成熟期は平年よ 

 り７日程度早まりました。これにより刈取作業も早め 

 に開始されました（表４）が、９月下旬～10月上旬に 

かけて断続的な降雨があったことで中断され、刈遅れ 

が発生しました。 

 

６ 収量・品質 

 ・12月12日に東北農政局が公表した令和５年産米の作柄は、会津で作況指数「101」の「平年並

み」でした（県全体では作況指数「102」の「やや良」）。全もみ数が平年に比べやや多くな

り、登熟（もみの肥大、充実）も順調に推移したことが要因とされています。 

・JA会津よつばいいで地区の１等米比率は、 

70.4％（11/20時点）でした。２等以下への 

主な格付理由は、白未熟粒や胴割粒でした 

（表５）。 
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７ 病害虫等発生状況 

＜病害＞ 

・育苗期病害 

  育苗期間中の高温や急激な寒暖差により、リゾープスやピシウムによる苗立枯病が発生し

ました。育苗期間の急激な温度変化や、加湿過乾燥に注意して管理しましょう。 

・いもち病 

  常発地では発生が見られましたが、発生程度は低かったです。それ以外の地域では、ほと

んど発生が見られませんでした。 

・ごま葉枯病 

発生程度は低かったものの、砂質土壌などの地力が低いほ場で発生が見られました。稲わ

らのすき込みのほか、堆肥や土壌改良資材（含鉄資材、ケイ酸資材）の施用が効果的です。 

＜害虫＞  

・斑点米カメムシ類 

発生地点割合は高い状態が続いています。主な発生種はアカスジカスミカメとアカヒゲホ

ソミドリカスミカメですが、近年はホソハリカメムシの発生も目立っています。防除には周

囲の生産者との畦畔の一斉草刈りや一斉薬剤散布が効果的です。 

・コブノメイガ 

  イネの葉を縦に巻くイモムシです。本年は各所で被害が見られましたが、大きな被害には

なりませんでした。本年の梅雨前線が活発だったことから、成虫の飛来が多かったものと考

えられます。 

 ＜雑 草＞ 

 ・雑草イネ（赤米） 

手取り除草では対応しきれないほど多発したほ場が見られました。玄米に混入すると農産

物検査で２等以下へ格付される可能性があるため、対策を徹底しましょう。雑草イネに効果

の高い除草剤がありますので、下記連絡先にお問い合わせください。なお、抜き取る場合は

種子がこぼれないように早めに抜き取るようにしてください。 

・クサネム 

   中干し以降発生が増加し、手取り除草では対応しきれないほ場も見られました。雑草イネ

と同様に、玄米に混入すると２等以下へ格付けされる可能性があるため、効果の高い除草剤

を使用したり、収穫前に抜き取ったりしましょう。なお、抜き取り時期が遅いと種子がこぼ

れますので、早めに抜き取るようにしてください。 

 ・ヒエ 

   中干し以降発生が増加し、水稲の減収や倒伏が見られました。また、斑点米カメムシ類を

ほ場内に呼び込むことにもなります。湛水状態を維持し、適切に除草剤を使用すると発生を

軽減できますので、ほ場の均平化に加えて畦塗りなどの漏水対策も実施してください。ある

程度大きくなっても効果のある除草剤がありますので、下記連絡先にお問い合わせください。 

★本情報の内容や米づくりに関するお問い合わせ、相談はこちらへどうぞ。 

会津農林事務所喜多方農業普及所           TEL 0241-24-5745 

ＪＡ会津よつば 喜多方営農経済センター営農振興課  TEL 0241-21-1801 


